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子どもたちがいなぼうサンタのコスプレで会いに来てくれたよ♪（猪名川町役場）

軒先の吊るし柿（万善）
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を
支
え
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

町
内
在
住
の
３
～
５
才
児
の
給
食
費

を
完
全
無
償
化
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
や

社
会
生
活
の
支
援
と
し
て
、
介
護
や

訓
練
な
ど
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
伴
う
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
な

ど
の
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
受
診
後
の
結
果
説
明
会
な
ど
を

通
じ
て
早
期
発
見
と
予
防
に
取
り
組

み
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
県
内
で

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド
内
の
キ
ャ

ン
プ
場
の
本
格
的
な
利
用
再
開
に
向

け
、
下
山
道
の
安
全
対
策
工
事
、
山

頂
駐
車
場
の
舗
装
、
給
水
設
備
の
整

備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
、
恋

人
の
聖
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
商

工
会
に
て
販
売
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」
の
発
行
に
必
要
な
補
助

金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

荘
苑
地
区
内
に
お
い
て
、
道
路
新

設
改
良
工
事
の
詳
細
設
計
業
務
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
交
通
の

円
滑
化
と
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た

め
に
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
点
検
・

維
持
補
修
、
街
路
樹
の
剪
定
な
ど
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実

現
に
向
け
て
、デ
マ
ン
ド
交
通「
チ
ョ

イ
ソ
コ
い
な
が
わ
」
の
実
証
実
験
を

実
施
し
た
ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

車
両
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　

救
急
業
務
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
消
防
署
北
出
張
所
に
配
備
し
て

い
る
高
規
格
救
急
車
を
更
新
し
た
ほ

か
、
消
防
団
に
配
備
し
て
い
る
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
き
軽
積
載
車
２
台
を

更
新
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
学
習
環

境
の
整
備
と
し
て
、
町
立
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
円
滑
に
活
用

す
る
た
め
、高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
各
校
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
全
て
の
外
国
語
授
業
に
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
派
遣
し
、
英
語
に
慣
れ
親
し

む
機
会
を
設
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

安
全
に
坑
道
内
を
見
学
で
き
る
よ

う
、
青
木
間
歩
内
の
老
朽
化
し
た
支

保
材
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青

木
間
歩
や
代
官
所
跡
の
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
を
作
成
し
、
多
田
銀
銅
山

の
魅
力
の
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

決
算
報
告

　

町
で
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
指
針
と
し
て
、「
第
六

次
猪
名
川
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、「〝
つ
な
が
り
〟
と
〝
挑
戦
〟
幸
せ
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち 

猪
名
川
」
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
そ
の
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
令
和
2
年
度
に
実
施
し
た
事
業
お
よ
び
そ

の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
▽
問
合
せ　

総
務
課
（
☎
７
６
６
・
８
７
０
８
）

　

災
害
時
の
緊
急
情
報
を
町
内
の
公

共
施
設
な
ど
で
受
信
で
き
る
よ
う
、

戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
小
・
中
学
校
、
高

校
の
校
内
放
送
で
も
緊
急
情
報
が
放

送
さ
れ
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
市
場
へ
の
マ

ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
の
供

給
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
町
内

の
全
世
帯
に
使
い
捨
て
マ
ス
ク
を

10
枚
ず
つ
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
役
場
で
希
望
者
に
除
菌
水
（
次

亜
塩
素
酸
水
）
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
基
準
日
に
住

民
登
録
の
あ
る
人
、
１
人
に
つ
き
10

万
円
を
給
付
し
ま
し
た
。

支
給
総
額
＝
30
億
５
５
３
０
万
円　

支
給
世
帯
＝
１
万
２
５
３
３
世
帯
の

う
ち
１
万
２
５
０
７
世
帯
（
支
給
率

99
・
８
％
）　

支
給
人
数
＝
３
万
５

８
８
人
の
う
ち
３
万
５
５
３
人
（
支

給
率
99
・
９
％
）

　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
の
基
準
日

後
に
子
ど
も
を
出
産
し
、
子
育
て
に

取
り
組
む
家
庭
を
対
象
に
出
産
の
お

祝
い
と
生
活
支
援
と
し
て
一
律
５
万

円
を
支
給
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
育
・

発
達
の
重
要
な
要
素
と
な
る
「
食
」

一
般
会
計
主
要
事
業

大お

お

や野
ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド

整
備
活
性
化
事
業

決
算
額 

１
億
６
７
０
０
万
円

多
田
銀
銅
山文

化
財
保
存
活
用
事
業

決
算
額 

１
３
３
６
万
円

い
な
が
わ
元
気
ア
ッ
プ

消
費
喚
起
支
援
事
業

決
算
額 

９
２
４
３
万
円

情
報
教
育
推
進
環
境
整
備
事
業

決
算
額 

１
億
４
８
８
３
万
円

公
共
交
通
対
策
事
業

決
算
額 

９
５
１
５
万
円

消
防
施
設
整
備
事
業

決
算
額 

５
６
２
９
万
円

道
路
新
設
改
良
お
よ
び

道
路
・
橋
り
ょ
う
維
持
補
修

決
算
額 

３
億
３
６
４
５
万
円
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特
別
定
額
給
付
金
事
業

決
算
額　

 

億
８
１
５
３
万
円

30

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
必
需
物
品
供
給
事
業

決
算
額
７
８
４
万
円

が
ん
検
診
事
業

決
算
額 

７
８
７
７
万
円

英
語
教
育
強
化
推
進
事
業

決
算
額 

１
８
６
９
万
円

防
災
対
策
事
業

決
算
額 

６
８
８
３
万
円

総務費

民生費

心
身
障
が
い
者
（
児
）
支
援
事
業

決
算
額 

４
億
１
１
３
６
万
円

民生費

子
育
て
応
援
強
化
事
業

決
算
額 

３
４
９
８
万
円

民生費
す
く
す
く
い
な
っ
子

新
生
児
応
援
特
別
給
付
金
事
業

決
算
額 

６
０
２
万
円

民生費

衛生費商工費

商工費土木費土木費消防費

教育費教育費教育費

総務費
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区分 歳入決算額
(A)

歳出決算額
(B)

歳入歳出
差引額
(C=A ｰ B)

翌年度へ
繰り越す
財源(D)

実質
収支額
(E＝C ｰ D)

単年度収支
(F=E ｰ前年
度のE)

令和2年 149億  805 145億5,010 3億5,794 2,335 3億3,459 1億2,759

令和元年 116億5,103 114億2,866 2億2,236 1,536 2億  701 ▲5,065

平成30年 100億4,277 96億5,847 3億8,430 1億2,664 2億5,766 2,569

（単位：万円）

　一般会計の決算は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と
して特別定額給付金の支給などを行ったことから、歳入で 149 億
805 万円、歳出で 145 億 5,010 万円となりました。
　これは、ふれあい公園（総合公園）や白金小学校、総合福祉センター

（ゆうあいセンター）などを整備した平成 7 年度の歳出決算額 160
億 4,996 万円に次ぐ、過去 2 番目の決算規模です。

令
和
２
年
度
決
算
は

過
去
２
番
目
の
規
模

譲与税・交付金
8 億 5,013 万円  5.7%

繰入金
7億5,672万円　5.1%

歳入総額
149 億 805 万円

その他
7 億 3,355 万円 5.0%

土木費
10 億 4,430 万円

7.2%

総務費
12 億 7,589 万円

8.8%

衛生費
10 億 5,539 万円

7.3%

公債費
8 億 6,599 万円

5.9%

歳出総額
145 億 5,010 万円

　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
費
補
助
金

お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど

に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が
令
和
元
年

度
と
比
べ
て
32
億
８
４
３
６
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
使
用
料
・
手
数
料
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延

に
伴
い
、
一
部
期
間
に
お
い
て
公
共
施

設
の
貸
館
業
務
を
中
止
し
て
い
た
た

め
、
２
０
７
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

目的別歳入決算額目的別歳出決算額 　

民
生
費
は
、
特
別
定
額
給
付
金
事

業
な
ど
に
よ
り
32
億
５
４
４
８
万

円
、
農
林
水
産
業
費
は
、
道
の
駅
整

備
事
業
の
用
地
購
入
を
実
施
し
た
こ

と
か
ら
５
億
６
４
６
３
万
円
、
商
工

費
は
、
大
野
ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド
の
下

山
道
安
全
対
策
工
事
や
給
水
設
備
整

備
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
１
億

８
５
２
０
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度

か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
以
前
の
３
年
間
を
見

る
と
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算

額
を
差
し
引
い
た
歳
入
歳
出
差
引
額

お
よ
び
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
い
ず
れ
も
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
単
年
度
収
支
に
積
立
金

を
加
え
て
積
立
金
取
崩
額
を
除
い

た
「
実
質
単
年
度
収
支(

実
質
的
な

収
支)

」
は
平
成
27
年
度
以
降
６
年

続
け
て
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
そ
の
年
度
の
赤
字
分
を
、
町

の
貯
蓄
に
あ
た
る
基
金
（
詳
細
は
６

ペ
ー
ジ
）
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
補

て
ん
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

使用料・手数料
1 億 6,172 万円  1.1%

その他  2 億 3,132 万円  1.5%

繰越金
2 億 2,237 万円  1.5%

農林水産業費
8 億 5,304 万円 5.9%

教育費
16 億 4,710 万円

11.3%

歳
入
決
算
の
内
訳

歳
出
決
算
の
内
訳

【用語解説】
♦国県支出金＝特定の目的に対して、国や
県から支出される補助金など　♦町税＝住
民税、固定資産税などの町が賦

ふ か

課・徴収す
る租

そ ぜ い

税　♦地方交付税＝地方自治体の歳入
不足を補い、自治体間の行政サービスに大
きな差が生じないよう、国から交付される
税　♦町債＝公共施設の整備など、多額の
資金を要する事業を行う際の借入金

【用語解説】
♦民生費＝高齢者や障がい者、児童な
どの福祉に要する経費　♦総務費＝町
役場の維持管理、防災などに要する経
費　♦衛生費＝感染症対策の予防接
種、ごみ処理などに要する経費　♦土
木費＝道路や公園施設の新設や維持管
理に要する経費　♦公債費＝町債（借
入金）の償還に要する経費

積立金
(G)

積立金
取崩額
(H)

実質単年度
収支

（I＝F＋GｰH）

1億　892 4億5,000 ▲2億1,350

1億5,177 3億2,000 ▲2億1,888

1億2,444 3億5,000 ▲1億9,986

※端数処理により、表内合計、差引額が一致
しない場合があります

実
質
単
年
度
収
支
は
連
続
で
赤
字
に

年度別一般会計決算の状況
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消防費
5 億 3,487 万円 3.7%

令和 2 年度 決算報告

民生費
65 億 3,997 万円

44.9%

国県支出金
54 億 5,973 万円

36.7%

町税
34 億 6,329 万円

23.2%

地方交付税
24 億 9,149 万円

16.7%

町債
12 億 7,128 万円

8.5%

R元

H30

R2
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そ
も
そ
も
地
方
自
治
体
の
決
算

は
、
民
間
企
業
な
ど
と
は
異
な
り
、

大
き
な
黒
字
が
出
る
ほ
ど
よ
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
あ
る
年
度
の
決
算
が
大

き
く
黒
字
に
な
っ
た
場
合
だ
と
、
そ

の
年
度
の
収
入
に
対
し
て
十
分
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
度
以
降
続
い

て
い
る
実
質
単
年
度
収
支
の
赤
字
、

町
債
の
増
加
や
基
金
の
減
少
が
今
後

も
続
く
と
、
現
在
行
っ
て
い
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が

進
む
中
、
こ
れ
か
ら
町
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
適
正
な

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
目
指
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
経
費
の
削
減
と

財
源
確
保
に
力
を
入
れ
、
町
債
発
行

の
抑
制
や
将
来
を
見
据
え
た
基
金
残

高
の
維
持
に
取
り
組
み
、
身
の
丈
に

合
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

会計/区分 歳入決算額
（Ａ）

歳出決算額
(B)

歳入歳出
差引額
(C=A ｰ B)

翌年度へ
繰り越す
財源(D)

実質
収支額
(E＝C ｰ D)

国民健康保険 32億6,354 32億1,870 4,484 0 4,484

介護保険 23億1,840 22億3,875 7,965 0 7,965

後期高齢者
医療保険 8億7,762 8億6,188 1,574 0 1,574

奨学金 6,161 4,717 1,444 0 1,444

　

町
の
貯
金
に
あ
た
る
「
基
金
」
と

借
入
金
に
あ
た
る
「
町
債
」
の
残
高
は
、

最
近
10
年
間
で
下
表
の
と
お
り
推
移

し
て
い
ま
す
。
町
債
残
高
は
15
億
９
９

９
４
万
円
増
加
し
、
基
金
残
高
は
18
億

６
４
６
５
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
や
町
債
に
は
、
各
年
度
の
歳

出
の
不
足
額
を
補
う
た
め
の
役
割
も

あ
り
ま
す
が
、
学
校
や
道
路
な
ど
の
公

共
施
設
の
営
繕
工
事
や
消
防
車
両
の

購
入
な
ど
の
際
に
は
、
基
金
の
取
り
崩

し
や
町
債
の
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と

で
世
代
間
負
担
の
平
準
化
（
詳
細
は
下

の
解
説
）
を
図
る
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
概
に
「
基
金
が

多
け
れ
ば
よ
い
」、「
町
債
が
多
い
か
ら

い
け
な
い
」
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
金
は
災
害
な
ど
の
不
足
の

事
態
に
な
ど
に
対
応
で
き
る
程
度
に

積
み
立
て
、
町
債
は
将
来
へ
の
負
担
が

過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
借
り
入
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
７
ペ
ー
ジ
「
財
政

健
全
化
判
断
比
率
」
の
指
標
か
ら
見

る
と
、
町
財
政
は
健
全
に
見
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
基
金
の

減
少
と
町
債
の
増
加
が
続
い
て
い
る
、

現
在
の
財
政
状
況
は
好
ま
し
い
状
況

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
必
要
な
事
業
を

精
査
し
、
基
金
と
町
債
の
バ
ラ
ン
ス

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

H23 H24 H25 H26 H27H28H29H30 R元 R2

90

80
70

60
50

40

30

（億円）
基金と町債の年度末残高の推移

69 億 9,398 万円

町債残高基金残高

56 億 3,265 万円

85 億 9,392 万円

37 億
6,800 万円

【解説】
　町債を借り入れると、翌年度以降に町債の償
還を行っていくことになります。そうすること
で、翌年度以降に施設を利用する人にも、整備
費の負担をしてもらうことができます。
　一方、基金の取り崩しのみで資金を調達した
場合、その年度以前から町に住んでいる人に多
くの負担がかかり、翌年度以降に転入した人は
負担なく施設を利用できることになってしまい
ます。
　このように、町債の借り入れと基金の取り崩
しをバランスよく行うことで、「世代間負担の
平準化」を図っています。

町
の
財
政
っ
て

大
丈
夫
な
の
？

猪名川町では、 大規模
な公共施設の整備を行
う場合、 どのように資
金繰りをしているので
しょう？

①整備する年度の
他の事業を縮小し、整備費に充てる
②主に基金の取り崩しで調達する
③主に町債の借り入れで調達する　
④主に町債の借り入れと基金の取り
崩しで調達する

基金と町債で世代間負担を平準化令和 2 年度特別会計・上下水道事業決算報告

年度 H30 R元 R2

実質公債
費比率 2.2％ ２.9％ 2.9％

将来負担
比率 ▲82.6％ ▲75.7％ ▲69.4％

財政健全化判断比率

【用語解説】
♦実質公債費比率＝町債の毎年の償還額が町の
1 年間の収入に対してどのくらいの割合になる
のかを示す指標。数値が低い方が健全とされて
おり、令和 2 年度の県内平均は 5.9％でした。
♦将来負担比率＝ 1 年間の収入に対して、
町債の償還や次年度以降に負担しなければな
らない債務、職員の退職金など、将来支払う
べき負債の割合。令和 2 年度は、県内平均
37.1％でした。本町はマイナスの数値となっ
ており、現時点では将来への負担は非常に少
ないということがいえます。

基
金
と
町
債
の
残
高
か
ら
見
る

財
政
状
況

会計/区分 事業収益
（収入）

事業費用
（支出） 純損失

水道事業 5億9,164 7億1,140 ▲11,976

下水道事業 10億8,598 11億1,439 ▲2,840

　町では、下記の事業を一般会計と区分し、特別会計や公営企業会計として事業を進めています。
それぞれの決算額などについては、下表のとおりです。

【特別会計】

【公営企業会計】
支出に対する不足分は、現金支出
を伴わない減価償却費などの内部
留保資金などで補てんしています。
※詳細は、3 月に発行予定の「上下
水道課広報誌」をご覧ください

− 7 − − 6 −広報いながわ　令和 3（2021）年 12 月（988）号

　猪名川町の場合は
④の方法で調達しています！

こんな事業は町債の借り入れや
基金の取り崩しを行います

♦道路や橋りょう、ため池などの補修工事
♦消防車両の購入　♦庁舎や学校などの公
共施設の新設や大規模修繕

突然ですが、クイズです！

令和 2 年度 決算報告

猪
名
川
町
の
財
政
状
況

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を

※端数処理により、差引額が一致しない場合があります

（単位：万円）


